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教員就職指導室とは１

本学卒業生かつ管理職経験のある“教員就職アドバイザー”が在室し、個別相談や面接指導などを通

して教員就職を目指す学生を支援しています。

教員採用試験受験を予定している学部生・大学院生は、早期に来室して、準備を始めましょう。

教員就職指導室での支援２

■ 支援内容
⑴ 教員就職に関する情報提供や教員になるまでの様々な相談

⑵ 公立・私立学校教員採用試験の対策内容の説明

　 論文指導、模擬授業指導、面接指導などの支援

⑶ 教員採用試験対策問題集や各種情報誌などの閲覧コーナー

⑷ 教員の求人や教育ボランティア情報の提供（教員就職指導室前の掲示板・BOX）

⑸ 「教員就職指導会」の開催

教員就職指導室

指導風景

各種冊子閲覧コーナー

自主勉強会風景

「教員就職指導会」の様子
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教員就職指導室

「教員就職指導会」の開催３

■ 教員就職指導会
教員就職アドバイザーによる解説の他、本学卒業生である現職教員等による最新の学校現場や採用に

関する情報の提供、教員就職のための具体的な指導を行います。詳細は教職支援センターもしくは教員

就職指導室前の掲示板やMyWasedaでお知らせします。

時期 対象 内容

10月 学部１～３年生
次年度採用試験に臨むためのキックオフとして、現職教員等による講演、公立・
私立学校採用試験の概要について説明する

12月 学部１～３年生
実践的なテキストを配付して行う論文指導と、採用試験合格者数名による合格
体験談の発表を行う

２月 学部１～３年生 論文作成等の講義・演習と面接概要の説明を行う

５月 全学年対象 学校現場で活躍している現職若手教員による体験談発表を行う

７月
８月

教員採用試験
２次受験者

早期に採用試験２次試験が実施される県への対策として、個人面接、模擬授業、
集団面接・討論といった実践的な指導を行う

８月中下旬
教員採用試験
２次受験者

都道府県他の採用試験２次試験「直前」対策として個人面接、英語実技、模擬
授業、集団討論等の指導を行う

■ 小学校教員資格認定試験体験発表会

時期 対象 内容

２月 ２年生以上
小学校免許取得の認定試験（☞文科省webページ［http://www.mext.go.jp/］）
による取得を目指す学生を対象に、受験者が体験談を語る

開室・相談等の予約について４

●場所：早稲田キャンパス14 号館 202 号室

● Tel：03-3203-0921

●開室時間：月～土曜日　10：00 ～ 13：00 ／ 14：00 ～ 17：00

　�夏季休業期間・冬季休業期間中の土曜日は閉室。年末年始の一斉休業期間、その他大学が定める休業日以
外は原則として開室します。８月の開室スケジュール、その他開室時間の変更等については、教員就職指

導室前の掲示板及びMyWaseda等にて適宜お知らせします。

●相談等の予約：

教員志望の学生の進路相談、教員採用試験の受験対策指導、私立校採用試験の

対策指導などは予約制で対応しています。

専用の予約サイトから申し込んでください。

予約サイトには右記のQRコードまたは教職支援センターwebページより

アクセスしてください。
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公立学校教員採用試験について１

公立学校の教員になるためには、採用を希望する都道府県・政令指定都市の教育委員会が実施する教

員採用試験に合格しなければなりません。

■ 試験内容
一次試験や二次試験の内容は自治体によって異なりますが、主な内容は次のようなものです。

⑴ 筆記試験（専門教養・教職教養・一般教養・論文など）

⑵ 実技試験（小学校、理科・英語・音楽・美術・保健体育・技術・家庭など）

⑶ 面接試験（個人面接・集団面接・集団討論・模擬授業・場面指導など）

⑷ 適性検査（MMPI・MINI124 性格検査・Y-G 性格検査など）

自分で行う対策２

以下の項目は自分で計画を立て準備することが必要です。

■ 教職教養・一般教養
受験先の過去の出題傾向を参考にして、学習計画を立ててください。教職教養は教育原理、教育心

理、教育法規、教育史、教育時事などの分野で構成されています。一般教養は教員として、また一般社

会人として身に付けておくべき内容が出題されています。

■ 専門教養
自分の専門とする教科の問題です。受験先の過去の出題傾向をしっかりと分析して臨むことが重要で

す。かなり高度な内容が出題されることもあります。また、この専門科目で、教員としての専門性を試

されますので、力を入れて準備をしてください。小学校の場合は全科ですから幅広く勉強する必要があ

ります。学習指導要領からも出題されますので、よく読み込んでおくことが肝要です。

公立学校への就職
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公立学校への就職

教員就職指導室で受けられる対策３

以下の項目は指導室のサポートを受けながら準備することが可能です。

■ 論文指導
文字数や論述の時間はいろいろですが、多くの自治体や私立学校の採用試験で論文試験が課されてい

ます。全国的にみると、文字数は800字から1,000字程度で、試験時間は60分くらいが平均的です。

教員採用試験の合否については、受験科目ごとに最低基準を設け、その基準を下回る科目があると他が

どんなに優れていても不合格にする方法を採っており、最低基準を公表している自治体もあります。論

文が基準に達しない場合、教職教養や専門教養がどんなに優れていても不合格になります。合格するた

めには優れた論文を作成することが必要です。そのためには、学習指導要領、中央教育審議会の答申及

び各自治体の教育行政施策・教育振興計画等に目を通しておくことが大切です。

教員就職指導室ではオリジナルの対策テキストを配付しています。このテキストを熟読して、過去の

問題を実際に論述してみてください。それを、指導室等で添削してもらい、書き直して合格答案を作成

します。最後は自分で予想した論文課題を制限時間内で、手書きで書いてみましょう。

■ 面接指導
個人面接、集団面接のいずれも受験者の知識を問うだけではなく、学校現場で発生するあらゆる課題

への対応力や児童・生徒への愛情や責任感、児童・生徒理解力、集団指導力、授業力など教員としての

適性や人間性が試されます。面接の内容として、集団討論や場面指導、ロールプレイングなどの多様な

方法も行われています。

受験先の過去問題などを調べて、自分なりの答えをまとめた「面接ノートづくり」を勧めています。

そして、借り物ではないしっかりした自分の意見が述べられるように万全の準備をしてください。ま

た、面接は練習を重ねることによって、落ち着いて自らの考えを述べることができるようになるもので

す。数多く実践練習を積んでください。

■ 模擬授業・指導案作成・単元指導計画作成などの指導
事前に学習指導案を作成し提出して個人面接の中で模擬授業を実施するところ、試験会場で指定の単

元の指導案を作成して模擬授業をするところ、１時間の学習指導案や単元全体の指導計画を提出すると

ころなど、受験先によってさまざまです。

自分の受験先が何を求めているかを把握して指導案の作成や模擬授業の準備をします。教員就職指導

室では、模擬授業をアドバイザーが見て指導・助言したり、受験生同士が授業を見合ってお互いに感想

や意見を言い合ったりしてレベルアップを図っています。やはり模擬授業は、回数を重ねることによっ

てコツもつかめてきますし慣れてもきますので、積極的に参加してください。

学習指導案、単元指導計画の作成についてはぜひ教員就職指導室に相談してください。観点別評価規

準を踏まえた学習指導案の作成方法などの資料も取り揃えてあります。
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大学推薦制度４

■ 大学推薦とは
各教育委員会より各大学に教員採用試験の１次選考免除（または、その一部の免除）の推薦枠が与え

られ、推薦者を大学内で選考し、さらに教育委員会での試験を通して採用の合否が決定されます。

※�推薦者は自己の都合で受験を取り止めたり、合格後に就職を辞退することはできません。推薦は大

学と各教育委員会との信頼関係により成立っていることを肝に命じて申請する必要があります。

■ 過去の推薦枠の状況（参考）
⑴ �推薦依頼のあった教育委員会　※推薦状況は毎年変わります。� �

東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、相模原市、千葉県、千葉市、埼玉県、京都府、京都市、�

大阪府、大阪市、堺市、豊能地区（大阪）、神戸市、滋賀県

⑵ �校種・教科　※自治体や年度ごとに異なります。� �

小学校、特別支援学校、中学校（国語・社会・数学・理科・英語・保体）、高校（国語・数学・�

理科・英語・保体・商業）

⑶ �人数� �

各枠１～２名が多い

■ 募集からの流れ

大

学

内

募集開始
●�各教育委員会からの推薦依頼が届き次第、詳細をMyWasedaおよび教
職支援センターwebページにてお知らせします。

学内選考（書類・面接）
●�学内において書類と面接の選考があります。結果はWaseda メールで通
知します。

推薦者発表・書類提出
●�推薦を受けたら推薦書類を準備し、教職支援センターに提出してくだ�
さい。

教
育
委
員
会

大学推薦選考書類提出 ●教職支援センターから各教育委員会に推薦書類を提出します。

大学推薦選考結果発表
●�結果は各教育委員会から直接学生へ通知され、教員採用試験１次試験の
免除（全部または一部）が確定します。

２次試験
●�各教育委員会の案内に従い、通常の試験通り２次試験に進んでください。
２次試験結果発表方法・日程は教育委員会より案内されます。

■ その他
教育委員会によっては、教職大学院（教育学研究科（高度教職実践専攻））の学生を対象に特別選考

試験が実施され、教員採用試験の１次試験が免除されます。

本学教育学研究科（高度教職実践専攻）の入学試験説明会・相談会で詳細を説明します。

（☞早稲田大学教教育学研究科（高度教職実践専攻）webページ［https://www.waseda.jp/fedu/

gted/］）
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私立学校教員採用試験について１

私立学校は学校ごとに募集・試験を行っていますので、私立学校の教員になるためには、各学校の実
施する採用試験に合格する必要があります。教員就職指導室前の掲示板やキャリアセンターの求人情報
から募集情報を入手してください。各学校のwebページはもとより、（一財）日本私学教育研究所など
の私立教員の募集に関するwebページから情報を得る方法もあります。

■ 試験内容
私立学校の教員採用試験では、多くの場合１次試験は書類審査です。履歴書はしっかり書きましょ
う。添付の写真にも注意が必要です。２次試験以降に、面接や模擬授業があります。筆記試験を行う私
立学校もありますが、私学教員適性検査を活用する学校は、書類試験・面接・模擬授業等が中心となり
ます。面接が、教科面接→校長面接→理事長面接と段階的に複数回ある学校もあります。

自分で行う対策２

■ 専門教養・教職教養
各学校が行う筆記試験については、過去の問題を公表している学校はほとんどありません。大学入試
レベルの比較的難しい問題の出題が多いので、大学での専門学習を中心に各校種・教科の教科書・資料
集などをじっくり研究しておくことが大切です。

教員就職指導室で受けられる対策３

公立学校における教員就職と同様のサポートが受けられます。

■ 論文指導
私立学校は建学の精神に基づく私学独自の特色ある教育を実現するため、受験者がその学校の教育を
推進できる資質能力・情熱・適応力があるかどうかを見ようとします。受験する学校の建学の精神や校
訓、教育活動の特色等をよく調べて論文に反映できるようにしておくことが大切です。

■ 面接指導
面接は上記のように段階的に複数回行われますので、その段階に応じた準備が必要です。建学の精神
や生徒の状況・進路実践等からその学校の教師にふさわしいかどうか、貢献が期待できるかどうかを評
価されます。

■ 模擬授業指導
事前に課題が与えられていて学習指導案を提出させ授業を行わせる場合や、当日その場で課題が与え

られ、一定時間指導案を考えさせてから授業を行う場合等があります。教科面接と関連付けて行います。

私立学校への就職
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2023年度も教員採用試験に多くの本学学生が合格しました。そのうちの一部ですが、合格体験談

を掲載しますので試験の具体的な勉強法など、今後の参考にしてください。

合格者からの声

教育学部：大谷　優輝

①「なぜ教員を目指したか？」
高校１年生の秋頃に、古語で作文を書く「古作
文」活動を始めたことがきっかけでした。プライ
ベートのSNSや学校の日直日誌、校内雑誌等で、
趣味で古文を書いていく中で「楽しく、力のつ
く」古典文法学習を体感しました。
高校を卒業してから暫くは「古作文」から離れ
ていましたが、大学２年生の夏に文語で文章を書
く「文語作文」の教材の実践を知りました。この
時、「自分はこの方法で〈言葉を使うことの楽し
さ〉を伝えられるかもしれない」と思いました。
そして同時期に、大学の教職課程科目の講義を受
け、授業で模擬授業などを行う中で、教員として
の就職への興味関心が高まっていきました。国語
の教員への漠然とした憧憬から履修をした教職課
程でしたが、大学３年生の夏には、教員での就職
活動を決意しました。

②「採用試験に臨むにあたって必要なこと」
採用試験に必要なことは、意志力、情報収集
力、試験対策の３つです。
意志力は原動力になります。教職への熱意と
折々の動機付けは、教員の就職活動を前進させま
す。教育実習や教育ボランティア等により学校現
場を体験することにより、さらに意志力を保ちや
すくなります。
情報収集は教員の就職活動において方位磁針と
地図になります。受験する自治体の教育目標や求
める教師像、勤務環境等を理解した上で志望先を
決定し、試験日程を確認し、出題の傾向を把握し
ていきます。万一の場合に備えて、他の進路（期
限付任用教員、臨時的任用教員、時間講師等の非
正規雇用）を想定しておくことも大切です。
試験対策は、合格への歩みとなります。詳細
は、以下に続きます。

③「勉強方法、試験対策などの準備」
以下は私が体験した東京都教員採用選考の体験
談です。試験対策は、前年11月に計画を立てま
したが、忙しさにかまけてなかなか受験勉強が進
みませんでした。教職教養・専門教養の試験対策
は２月中旬に、論文作成の対策は４月中旬に、個
人面接の対策は７月下旬に始めました。
教職教養・専門教養試験対策には、市販の参考
書・過去問を使用しました。各科目の知識を参考
書で補充し過去問で定着させました。専門教養
は、過去問題集を使い問題形式に慣れるようにし
ました。どちらの勉強も反復練習が必要です。
論文作成には、出版社が毎年発行している自治
体の過去問題集（問題文のみ）を使用しました。
添削や対策指導は教員就職指導室アドバイザーの
先生方にご指導をいただきました。文書作成ソフ
トで１題につき３～４回書き直して計５題の問題
を練習し「型」を作成した後、手書きで１題につ
いて１回を練習しました。
個人面接も教員就職指導室アドバイザーの先生
方のご指導で十分でした。多くの先生方のご指導
をいただき、多角的な視点を得ると同時に、「面
接ノート」を作成し自己分析や教育観、想定問答
等を記録しました。思考の深掘りと反復練習が、
面接の出来栄えと自分の自信に直結しました。そ
の他には、学習指導要領や東京都教育委員会の配
布資料・ホームページ等を参照しました。

④「教員採用試験を目指す学生へのメッセージ」
これから、不安を抱きながら思うように試験対
策が進まない日々が続き、必死に試験対策を進め
ても直前期にはさらなる不安に襲われると思いま
すが、それでも、少しずつ着実に歩んでいくこと
が肝心要です。
「是不為也、非不能也」とは孟子の言ですが、
案外「やればできる」ものです。意志力、情報収
集、試験対策をもって、教員採用試験を乗り越え、
教員の道に立てるよう、健闘を祈ります。
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進路報告１

次年度以降の教員就職支援の有益な資料とさせていただくために、MyWasedaからの進路決定の報

告をお願いしています。

専任・非常勤にかかわらず、教員採用が決まった方は、進路報告に協力してください。

■ 対象者
公立学校採用試験二次合格者及び補欠合格者、私立・公立学校の専任教員、非常勤教員、常勤講師採

用決定者

■ 時期
進路が決定次第

■ 方法
⑴ MyWasedaにログイン

⑵「学生生活」メニュー、「キャリアコンパス」内の「内定・進路の報告」画面から進路報告

■ 参考
☞キャリアセンターwebページ［https://www.waseda.jp/inst/career/］

■ 教員就職指導室からのお願い
教員就職指導室を利用した方で教員採用試験を受けた方は、試験問題や面談での質問内容等について

以下のメールアドレスまで報告してください。

教職支援センター：kyouin-syusyoku@list.waseda.jp

稲門教育会２

■ 稲門教育会とは
「稲門教育会」は「教育」に関わる校友（卒業生）が所属している稲門会です。

本学では、教員として全国各地で活躍する校友との相互研鑽や交流を図るべく、1976年に「稲門

教育会」を結成して活動を展開してきました。また、各都道府県でも教職関係者が稲門会を組織してお

り、人的交流や研修、情報交換等を行い、教員就職をはじめとする教員養成の課題や後進の育成等にも

取り組んでいます。

教員就職後、様々な困難が待ち構えていると思いますが、現場には本学出身の教員が数多く活躍して

います。そんな頼れる先輩達と交流を持ち、学ぶことができるのが「稲門教育会」です。

教員就職後、是非、稲門教育会に参加してください。

また、在学中でも各地域の稲門教育会に質問・相談があればご連絡ください。

教員就職が決まったら
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■ 全国の稲門教育会一覧

都道府県 会名 都道府県 会名

北海道 北海道稲門教育会 岐阜県 岐阜紺碧会

岩手県 岩手県稲門教育会 静岡県 静岡県高等学校教職員稲門会

茨城県 茨城県稲門教職員会 愛知県 愛知県稲門教育会

栃木県 栃木県高等学校等教職稲門会 三重県 三重県高等学校教職員稲門会

群馬県 群馬教職稲門会 大阪府 大阪稲風会

埼玉県 埼玉教育稲門会 兵庫県 兵庫県稲風会

千葉県 千葉県稲門教育会 奈良県 奈良県稲風会

東京都

稲教会（都立学校教職員・都教委関係職員） 岡山県 稲岡会

稲風会（都内公立中学校教職員・市区教委関係職員） 広島県 広島県稲門教育会

稲朋会（都内公立小学校教職員） 徳島県 徳島稲門淡交会

神奈川県 神奈川県稲門教職会 高知県 高知県教職員早稲田会

新潟県 新稲会 福岡県 福岡県教職員稲門会

富山県 富山県稲門教育会 佐賀県 佐賀県教職稲門会

石川県 石川教育稲門会 長崎県 長崎県稲門教育会

福井県 福井県教育稲門会 大分県 大分県教職員稲門会

山梨県 高稲会 宮崎県 宮崎県教職稲門会

長野県 長野県教職稲門会

※「管理職」のみで構成されている会もありますので予めご了承ください。

■ 問合せ先
入会方法等については以下の事務局までご連絡ください。

　稲門教育会事務局　E-mail:edu-tomon@list.waseda.jp




